
令和7年度行政評価　施策評価シート　（令和6年度実績）
施策名 漁業振興

施策コード 5010303

　１．施策の担当

主管課 生活産業部 農林水産課

関係課

　２．総合計画における位置づけ

総合計画

政策
第１章　地域の強みを生かし、賑わいを
創り出すまちづくり（活力・賑わい） 節

第３節　産業

　施策目標

　対象（誰を、何を、どこを）

漁業関係者団体等

　意図（どのような状態にしたいのか）

漁業経営の安定化を図り、担い手を確保します。

　３．市民ニーズ

施策
漁業振興

　基本方針

・魚食普及、漁業振興を図るため、若年層が魚にふれあう機会としての体験漁業を進めるとともに、漁港区域の賑わいづくりの事
業を推進します。
・獲る漁業とともに、つくり育てる漁業を進め、資源が豊富な魚場の回復に努めることにより、将来の担い手にとって魅力ある漁
業の活性化を図ります。

　現況と課題

・水産資源の減少や燃油価格の高騰等によるコスト増加が漁業経営を圧迫し続けており、さらに近年は、地球温暖化などの影響を
受け、海水温が上昇傾向にあり、寒冷性の魚種の減少、暖海性の魚介類の増加といった海洋生物の生息の変化も経営に影響を与え
つつあります。このような状況であるため、新たな技術の取得や今までに無い水産物販売戦略に必要な調査、研究を行う必要があ
ります。
・水産資源の回復を目的に、種苗育成を支援しています。しかし、限定された魚種であり数量的にも十分とは言えず、漁獲量も減
少の傾向にあります。今後は、府や近隣市町に働きかけて同様の事業を広域的に展開する必要があります。
・漁業への理解や魚食普及を図るため、体験漁業などの事業やＰＲ活動を展開しており、市内外で一定の評価を得ていますが、今
後も多様な取り組みによる普及活動が求められています。
・漁港や青空市場を含むフィッシャーマンズ・ワーフ構想区域は、海鮮焼施設開設などで賑わいが見られますが、今後も漁業振興
に資する施設が求められています。

R10 R11

満足度（偏差値） 56.0 56.0

R5 R6 R7 R8 R9

　４．施策にかかるコスト

単位 R5決算 R6決算

重要度（偏差値） 49.9 49.9

コス
トの
内訳

人件費

千円

3,264 3,341

事業費 11,830 8,190

財源
内訳

国庫支出金

千円

0 0

フルコスト 15,094 11,531

府支出金 583 529

その他 9,948 5,707

市債 0 0

一般財源２（＝直接
事業費ー特定財源）

1,299 1,954

一般財源１（＝フル
コストー特定財源）

4,563 5,295
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②

③

④
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　５．施策の重要業績成果指標(KPI)

KPI１ 漁獲量

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7計画 R8計画 R9計画

目標値 817.0 817.0 817.0 817.0 817.0 817.0 817.0

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

この数値が上昇し続ければ、一
定、水産資源保護対策の成果が上
がっていると考えられる。資源の
減少など取り巻く環境の厳しさか
ら平成29年度の値を基準に現状維
持を目標としています。

平成29年度の漁獲量を基本とし、
現状を維持することを目標値とし
て設定した。

温暖化による水温上昇や大阪湾内の植物プランクトンの減
少等により、漁獲量は減少した。

達成度 93.72 79.85 75.28 103.54

実績値 765.7 652.4 615.04 845.9

KPI２ 漁業就業者数

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7計画 R8計画 R9計画

176.0 176.0

実績値 184.0 183.0 186.0 183.0

目標値 176.0 176.0 176.0 176.0 176.0

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

漁業就業者数を把握することで、
漁業の担い手の確保・育成の状況
がわかる。

減少傾向にある漁業就業者数を、
平成29年度実績漁業就業者数を基
に、176人とし、漁業就業者の現状
維持を図る。

漁獲量は年度により変動するため、経営を安定させること
も難しい。また、漁業就業者数は組合員の退会により減少
となった。

達成度 104.5 103.9 105.7 104.0

KPI３

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7計画 R8計画 R9計画

実績値

目標値

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

達成度

KPI４

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7計画 R8計画 R9計画

実績値

目標値

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

達成度

KPI５

項目 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績 R7計画 R8計画 R9計画

実績値

目標値

KPI設定の根拠 KPI目標数値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

達成度
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施策に対する市民
ニーズ

（３点中） 市民が憩う水辺という観点からも、水産資源が豊富で美しい大阪湾を維持す
ることが重要である。

3

施策を取り巻く状況
（法令等の動向、
国・府の政策の動
向、社会潮流など）

（３点中） 水辺環境に対する市民の意識は高まっており、本市だけでなく大阪湾に面す
る自治体が連携して施策を講じることが有効である。

2

　６．施策の事後評価

一次評価
（担当課によ

る評価）

判定項目 評価点 評価理由、今後の方向性等

施策の成果レベル
（過去の推移、周辺
市との比較なども含
む）

（４点中） 漁獲高は増加したものの、安定した水産資源を確保するため、新たな取り組
みも含め今後も事業の継続が必要である。

4

二次評価（政策推進課・行財政管
理課による評価） Ａ

漁獲量がかなり伸び、KPIも達成した。なぜ漁獲量が伸びたのかの要因を分析
していただき、今後低迷した際の解決手段の一助として講じれるよう努めら
れたい。

三次評価（理事者による評価）

合計点

（１０点中）

9点

総合評価 Ａ

抱卵ガザミ放流事業は漁業資源の回復の一翼を担っている。市内の小学生を
対象にした地曳網体験事業は、生きた魚に直接触れ体験することにより海と
魚介類への関心も高まる等の効果を得ており、これらの事業を継続的に実施
することによって、今後の漁業への市民の意識も高まり振興にもつながって
いくと思われる。

一般財源

1 01036400 漁業振興事業 3,341 8,190 1,954

　７．施策を構成する事務事業

事務事業 R6年度決算額
R7年度予算 一次評価

予算コード 事務事業名 人件費 事業費

0 Ｂ

合計 3,341 8,190 1,954 0



令和7年度行政評価 事務事業評価シート（令和6年度実績）

事務事業コード 050103010 予算コード 01036400 従事人員(人) 投入コスト(千円) 評価 評価点
事務事業名 漁業振興事業 正規職員数 国庫支出金 有効性
担当課 農林水産課 嘱託職員数 府支出金

市単独事業 臨時職員数 市債 効率性
■要綱・要領 歳出(千円) その他

人件費総額 一般財源 妥当性
減価償却費

受益者負担

事務事業類型 団体育成事業（評価分） フルコスト(千円) 緊急性
実施手法 補助・負担 市民1人当りコスト(円)
対象 活動指標 R6実績 公的関与

特定の団体 対象数

実施主体・委託化

事業の内容
他の事務事業との関連

成果指標 R6実績 透明性

財政健全化計画

財政健全化の取組

コスト指標 R6実績 改革改善プラン達成度
事業の目的

一次評価 Ｂ
0.4 0

Ｂ 抱卵ガザミ放流事業を毎年継続的に実施しており、安定した水産資源の
回復、保護に努めている。0 529

根拠法令等

0 0
Ｂ

5,707
泉佐野市漁業振興対策事業補助金交付要綱 3,341 5,295

Ｂ
0

事業費 8,190 Ｂ

事務事業実施内容
116 地曳網体験事業

抱卵ガザミ・アカガイ・ウマヅラハギ放流
Ａ

２団体 ガザミの水揚高 11,766.8

漁業協同組合 地曳網体験事業参加人数 51.0

11,531
Ｃ

Ａ

漁業振興のため以下の事業を実施している。
①種苗放流事業（抱卵ガザミ・アカガイ・ウマヅラハギ放流事業）
②地域の小学生に対し漁業体験事業（地曳網体験事業）
③泉佐野フィッシャーマンズ・ワーフ地区の活性化事業

Ａ

Ｃ

該当なし
ガザミ放流１匹当りにかかる経費 1,554.1

抱卵ガザミ放流尾数 814.0
地曳網体験事業回数 1.0

該当なし

該当なし

水産資源を維持・増加させ、漁業者の経営安定を図るとともに、将
来に安定的な漁業経営を行うことができる担い手を確保・育成する
ことにより水産業の振興と地域活性化を図る。また、地域小学生に
対し、地曳網漁業体験を通して、漁業への関心や魚食への理解を深
めてもらう。

地曳網体験事業１回当たりの経費 140,000.0

地曳網体験事業１回当りの経費 140,000.0


